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英語科教育法におけるデジタル教科書を使った模擬授業（藤　田）

藤　　田　　　　　賢
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１．はじめに

　文部科学省は「令和の日本型学校教育」（中央教育審議会，2021）を打ち出し、2020年
代を通じて実現させるべき学校教育の課題を、「全ての子供たちの可能性を引き出す、個
別最適な学びと、協働的な学びの実現」と示した。そして、2019年から始まった「GIGA

スクール構想」では、１人１台端末と高速通信ネットワークをすべての学校に整備した。
各学校においては、ICT環境を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」を促進
するための教育方法が模索されてきている。このような教育を取り巻く環境の変化の中
で、学習者用デジタル教科書を配付し、１人１台端末を活用することによって、どのよう
な授業づくりが可能となるのかについての実践研究も進んできている。同時に、教師の
指導力向上のための現職教育や教員養成段階での取り組みの重要性が指摘されている。
　本論文では、GIGAスクール構想に対応できる ICTを活用した英語教育の方法と大学
での英語教員養成の取り組むべき課題の中から、デジタル教科書とそれを活用した授業
づくりについて取り上げる。まず、文部科学省での「デジタル教科書の今後の在り方等
に関する検討会議（第一次報告）」、「教科書・教材・ソフトウェアのあり方ワーキング
グループ（中間報告）」の公表についてまとめておく。次に、2022年度に開講した本学
の教員養成科目である英語科教育法でのデジタル教科書を活用した模擬授業、学習支援
システム（ロイロ・ノートスクール：株式会社 LoiLo）の活用実践の取り組みの報告を
行う。このことにより、デジタル教科書を活用した今後の学校英語教育の実践とその方
向性についての示唆を得ることが期待できる。

２．デジタル教科書をめぐる状況

　文部科学省は、中教審答申のいう「令和の日本型学校教育」として、ICT環境を整備
することにより、個別最適な学びと協働的な学びを促進することが急務であるとしてい
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る。その課題の１つに、デジタル教科書を活用した授業づくりをどのように構築するか
を整理していくことが挙げられている。このような必要性から、2020年７月には、文
部科学省に、デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議が設置された。2021

年７月からは、文部科学省内にデジタル教科書の普及促進に向けたワーキンググループ
が立ち上がっている。さらに、文部科学省は、2022年度からは、全国の小学校５、６年
生と中学生を対象に、学習者用デジタル教科書を無料配信する実証実験を開始してい
る。配信教科としては、英語を中心として、音声機能を付けるなどの新たな学習者用デ
ジタル教科書の活用方法を模索している。以上のような取り組みを経て、文部科学省で
は、2024年度の小学校の教科書改訂時から、学習者用デジタル教科書への移行を目指
して検討しているところである。
　ここでは、まず、2021年３月に改訂された「学習者用デジタル教科書の効果的な活
用の在り方等に関するガイドライン」、それを受けた「デジタル教科書の今後の在り方
等に関する検討会議」による第１次報告（2021年６月）、さらに、これらの基本的な施
策を具体化した教科書・教材・ソフトウェアの在り方ワーキングクループによる「個別
最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた教科書・教材・ソフトウェアの在り
方について（中間報告）」（2022年８月）から、教室での授業実践にとって重要だと思
われる部分の概要を振り返ってまとめておく。
　その後、実際の授業実践を進めるに当たっての指針として、2022年３月に出された「学
習者用デジタル教科書実践事例集」から英語の授業づくりの方向性について見ていく。

2.1　デジタル教科書を使った授業づくりの枠組み

　文部科学省は、コロナ禍の渦中にあった2020年７月から、デジタル教科書に関する
今後の在り方等に関する検討会議を開始し、約１年後の2021年６月に第１次報告をま
とめた。さらに、個別の具体的問題については、ワーキンググループで議論を重ねてき
ている。ここでは、教科書・教材・ソフトウェアの在り方ワーキンググループが発表し
た「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた教科書・教材・ソフトウェ
アの在り方について（中間報告）」から、デジタル教科書を使った授業づくりへの論点
整理について見ていくことにする。
　GIGAスクール構想の中では、教科書そのものに音声・動画等を付けた「デジタル教
材」、１人１台端末を通じた学習の進捗、アイデアやファイル共有を可能にする「学習
支援ソフトウェア」の導入が先行する形で進んできている。これらの学習環境の中で、
教科書をデジタル化し、デジタル教材等との接続や連携を強化することで学びを充実さ
せることが展望されている（図１を参照）。
　文部科学省の論点整理では、学習者用のデジタル教科書そのものは、紙の教科書の内
容をベースとしたシンプルで軽いものを構想し、これに、音声や動画や AI機能が付い
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図１　デジタル教科書・デジタル教材・学習支援ソフトウェアの連携（文部科学省，2022a）
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たデジタル教材に適宜アクセスすることが提案されている。さらに、学習支援ソフト
ウェアを活用することにより、教師による児童生徒の学習状況の進捗が把握できたり、
オンラインでアイデアや対話を共有することが可能になったりすることが考えられてい
る。このようにして、主体的・対話的で深い学びによる授業づくりのための ICT環境
の整備が示されている。
　デジタル教科書の円滑かつ効率的な活用のために、まず、2024年度の小学校５年生
から中学校３年生を対象に「英語」を導入し、その後、「算数・数学」へ拡大していく
ことが打ち出された。紙の教科書とデジタル教科書の在り方については、児童生徒の発
達や学習内容等に応じてハイブリッドに活用していくべきであり、実際には、当面の間
はデジタルと紙を併用することが提言されている。これらの「学びの手段」は、以下の
図２のように整理された。

 図２　「学びの手段」の組み合わせ（文部科学省，2022a）
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　児童生徒に応じて、紙・デジタル、教科書・教材・学習支援ソフト等の「学びの手
段」を適切に組み合わせることによって、デジタル一斉授業にとどまることなく、児童
生徒が主体的に学びを選択し、自律した学習者になっていくことを究極の目的としてい
る。
　以上のように、主体的・対話的で深い学びを促す授業づくりの枠組みとして、デジタ
ル教科書、デジタル教材、紙の教科書や教材、学習支援ソフトを効果的に組み合わせな
がら授業実践を進めていく必要があることが提起された。それでは、具体的な授業実践
はどのようなものが考えられるのであろうか。次に、授業実践事例について概観してい
く。

2.2　授業実践事例の展望

　文部科学省（2022b）では、デジタル教科書を使った実際の教室での授業実践事例に
ついて紹介している。本項では、この「デジタル教科書実践事例集」から授業づくりの
ヒントを探ってみたい。本実践事例集は、最初に基本的な実践方法の紹介があり、その
後、各学校種、教科別の授業事例が掲載されている。
　デジタル教科書を活用した学習方法は、以下の10種類に集約されている。具体的に
１項目ずつ紹介していく。

　⑴　拡大 教科書を拡大して表示する。
　⑵　書き込み ペンやマーカーのツールで書き込む。
　⑶　保存 書き込んだ内容を保存したり、表示したりする。
　⑷　機械音声読み上げ 教科書の文章を機械音声で読み上げる。
　⑸　背景・文字色の変更・反転 教科書の背景色・文字色を変更・反転する。
　⑹　ルビ 教科書の漢字にルビを振る。
　⑺　朗読 教科書の文章に同期させつつネイティブの音声など

を使用する。
　⑻　本文・図表等の抜き出し 教科書の文章や図表等を抜き出す。
　⑼　動画・アニメーション等 教科書に関連づけて動画・アニメを使用する。
　⑽　ドリル・ワークシート等 教科書に関連付けてドリル・ワークシートを使用する。
 （文部科学省，2022bより）

　これらのデジタル教科書の学習は、大型提示装置によって前方に大きく提示したり、
授業支援システムを活用して児童生徒の画面を共有したりすることが可能である。ま
た、文部科学省（2022b）では、このような、学習方法を行うことによって、主体的・
対話的で深い学びへと導く授業づくりが可能となることが指摘されている。そして、デ
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ジタル教科書の使用と具体的な授業場面との関係として、⑴ 個別学習の場面、⑵ グルー
プ学習の場面、⑶ 一斉学習の場面、の大きく３つの場面が考えられることが報告され
ている。
　以上のように、文部科学省（2022b）では、まず、デジタル教科書を使ってできるこ
とが全教科共通事項として紹介されており、授業づくりの際のヒントが示唆されてい
る。そして、その後半の各校種、教科別の実践事例の紹介のための基礎を整理してい
る。

2.3　中高の英語での授業実践事例

　文部科学省（2022b）による「デジタル教科書実践事例集」の後半では、各校種別、
教科別に、実際の授業の流れ（導入、展開、まとめ）の中で、デジタル教科書、それに
連携したデジタル教材をどのように活用すればよいかについての紹介がある。英語の授
業実践例としては、中学３年生の英語読解、文法、高校２年生の英語読解／コミュニ
ケーションでのデジタル教科書を活用した授業内容についての紹介がある。以下に特徴
的な活用方法について概観する。
　中学３年生の読解の授業では、一斉学習において、デジタル教科書と教材を活用する
事例が紹介されている。具体的には、既習の英文法の穴埋め問題を大型提示装置上で表
示し音読させる活動、朗読ツールで本文の音声を流しつつ大型提示装置でピクチャー
カードを提示する活動、本文の意味内容を学習する際に意味や発音がわからない英単語
を教科書と連携したフラッシュカードで素早く確認するための活用などの事例がある。
また、カラオケ機能による文字とモデル音声を見聞きしたり、シャドーイングしたりし
て内容を定着させることを目的とした活用によって、学習効果が高まることが強調され
ている。
　中学３年の文法の授業では、一斉学習、グループ学習、個別学習のそれぞれの場面
で、デジタル教科書、教材の活用事例が紹介されている。一斉学習の場面では、文法の
説明動画を視聴させたり、朗読ツールによって新出文法の例文の音声、意味、機能を確
認させたりする活動が例示されている。グループ学習では、デジタル教科書の文法問題
にグループで取り組ませたり、文法に関するリスニング問題に音声を何度も再生しなが
ら取り組ませたりする活動がある。個別学習においては、例えば、スピーキングしたこ
とを文字にしてデジタル教科書に書き込ませる活動が紹介されており、話すことと書く
ことの技能統合の指導においてデジタル教科書を使用できることが指摘されている。
　高校２年生の読解／コミュニケーションの授業では、やはり、一斉学習、個別学習、
グループ学習でのデジタル教科書、教材の使用例が掲載されている。一斉学習では、大
型提示装置でピクチャーカードを提示しながら、教師がオーラル・イントロダクションを
行う活動が挙げられている。個別学習においては、本文の要点に沿った内容理解質問を



（63）116

人間文化　第38号

与え、解答の際に根拠になる部分に書き込み機能のマーカーを引かせる方法が紹介され
ている。グループ学習では、マーカーを引いた部分を比較させ、要点となる部分につい
て議論させたのち、紙のノートに要約原稿を作らせるというハイブリッド型の学習方法
があるとしている。最後に、再び個別学習で、ピクチャーカードを見ながら要旨を発表
して録音させたのち、授業支援システムを用いて提出させる活動で締めくくられている。
　以上のように、生徒の取り組み状況、活動の内容に応じて、2.2で紹介したデジタル
教科書で活用できる10種類の学習方法のいくつかを組み合わせることによって、英語
の授業づくりを進めることが提案されている。実際の教室においては、主体的・対話的
で深い学びを促す授業づくりを基本として、どのようにデジタル教科書、教材の活用を
工夫するかが問われているものと思われる。同時に、紙の教科書、教材、ノートを併用
した方がよい活動や場面も考慮に入れながら、ハイブリッド型の授業設計をしていく必
要もある。デジタル教科書、教材を使用することによって、授業の途中で教師が慌てな
いためにも、より効率的な生徒の学習が行われるようにするためにも、これまで以上に
綿密な授業計画を立てておく必要があるだろう。以下には、本学の英語科教育法で取り
組んだデジタル教科書を用いた模擬授業について報告し、その総括と今後の課題につい
て整理してみたい。

３．デジタル教科書を使った英語の模擬授業

　本節では、英語科教育法で取り組んだ英語の模擬授業、学習支援ソフトを活用した課
題づくりについて報告していく。まず、本学で導入した１人１台端末、教師用・学習者
用のデジタル教科書、学習支援ソフトについて簡単に紹介しておく。次に、２年生を対
象に取り組んだデジタル教科書を活用した単元の導入とリスニング活動の模擬授業につ
いて報告する。続いて３年生を対象に取り組んだ教科書本文の読み取りの模擬授業につ
いて振り返る。最後に、２年生を対象にした学習支援システム、ロイロノート・スクー
ルを使った課題づくりの取り組みについて述べていく。

3.1　英語科教育法で使った ICT 機器等

　英語科教育法では、なるべく実際の中学校、高校の教室における ICT環境に近いもの
を準備し、模擬授業ができるようにした。具体的には、１人１台端末として Chromebook、
教師用 PCはWindowsパソコン、デジタル教科書は令和３年度版 NEW HORIZON English 

Course １年、２年、３年（東京書籍）、それに電子黒板、ホワイトボードを模擬授業教室
に設置した。模擬授業の様子は写真１のように、先生役の学生は、電子黒板に教師用デ
ジタル教科書を投影しながら進め、生徒役の学生は１人１台端末を使用して学習者用の
デジタル教科書を見るようにした。また、生徒役の学生の机上には、コピー用紙を配付
し、紙のノートとして活用させた。
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3.2　デジタル教科書を使った単元の導入とリスニング活動の模擬授業

　本項では、英語科教育法を履修する２年生10名を対象として実施した模擬授業につ
いて報告する。模擬授業は単元のオーラル・イントロダクションとリスニングによる内
容の導入に焦点を当てた。

3.2.1　模擬授業の要領

　模擬授業の要領は以下の通りとし、最初に担当教員が見本となる示範授業を行った。
具体的な留意点は以下の通りとした。
　【教材】
　　NEW HORIZON English Courseの１年、または、２年の Unitから、各自が１つずつ
選んだ。
　【模擬授業の手順】
　⑴　各 Unitの扉ページ
　　・写真を使ってやり取りをしながらオーラル・イントロダクションを行う。
　　・２年生の Unitは、扉ページの初めの質問を活用してもよい。
　　・１年生の Unitは、扉ページの活動をそのまま利用してもよい。
　　・細かい手順は自分で考えてもよい。
　⑵　Preview（各 Unitの導入動画）
　　・１回目はそのまま聞かせる。
　　・２回目は「わかったこと」欄にメモをさせる。
　　・ペアで意見交流。
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　　・クラス全体で交流。
　　・答え合わせ。
　【実施上の注意】
　・教師役は、教師用デジタル教科書から音声を流す。
　・生徒役は、学習者用のデジタル教科書より見る。
　・生徒役は、学習者用のデジタル教科書に書き込んでよい。
　・教師役は、扉ページのオーラル・イントロダクションはすべて英語で行う。
　・模擬授業全体は、１人20分程度。

3.2.2　デジタル教科書を使った模擬授業の振り返り

　すべての模擬授業が終わってから、デジタル教科書を使った模擬授業の振り返りアン
ケートを実施した。アンケートは、デジタル教科書を使った模擬授業のよかった点、難
しかった点について自由記述で書いてもらった。自由記述は、藤田（2019）で提案され
ている授業実践の質的分析の方法を参考に、自由記述を要約し、内容にラベル付けを行
うことによってまとめていった。ここでは、多かった意見から順に最終結果のみを報告
しておく。
　【よかった点】
　・デジタル教科書の機能：写真、映像、音声、英文などが提示できる。拡大・縮小提
示が可能。

　・デジタル教科書を使った活動：リスニング活動ができた。生徒が教科書内容に興味
を持って理解できる。

　・授業の効率：CD等を準備する必要がなく、クリック１つで授業が進められる。便
利であった。

　・授業の変化：教科書のどこをやっているか明示しやすい。生徒の様子が観察しやす
い。指示を出すゆとりが生まれた。

　【難しかった点】
　・操作の慣れ：音が出なかった。機能がわかりづらい。再生ボタン仕様にとまどっ
た。最初は不慣れだった。

　・学びの手段の組み合わせ：デジタルをどのように活かすかの工夫が難しかった。リ
スニング後の板書計画。

　・事前準備：前日に家でリハーサルができなかった。

3.2.3　単元の導入とリスニング活動の模擬授業の考察

　ここでは、デジタル教科書を使った単元の導入のオーラル・イントロダクション、
Unit全体について動画を見ながらリスニングで概要を把握させる部分の模擬授業の結
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果について考察する。デジタル教科書では、写真や画像を使って単元の学習内容の背景
知識を与えることが可能である。教師用のデジタル教科書には、Unitの背景知識を活
性化させるような動画が準備されている場合もあり、これらの動画を視聴することもで
きる。以前なら、教師が自前で、Unit導入のための写真や動画を準備しなければなら
なかったが、そのための時間と労力を他の授業準備に向けることが可能となる。デジタ
ル教科書では、クリック１つで、写真、映像、音声、英文などを提示できるため、教師
にとってはとても便利である。また、生徒にとっては、様々な伝達様式で情報が与えら
れるため、興味・関心が高まることが利点として考えられる。
　デジタル教科書の使用において、留意すべき点としては、操作に十分習熟しておく必
要があるという点がまず挙げられる。いかに便利なツールであっても、その操作に手間
取っていたり、機器に不具合があったりすると、かえって授業の流れが悪くなってしま
う。デジタル教科書の使用においては、操作の練習、リハーサル、事前点検は不可欠で
ある。また、デジタル教科書を授業の中でどのように位置づけるか、デジタル教科書、
黒板、ノートなどの学びの手段の組み合わせ方法をどうするかについては、事前に綿密
に計画して授業に臨む必要がある。生徒の学習状況の観察、生徒への指示の出し方など
を含む全体的な授業計画の中に、デジタル教科書の使用を位置づけるという基本的スタ
ンスが必要であろう。

3.3　デジタル教科書を使った本文の内容理解の模擬授業

　次に、英語科教育法を履修する３年生９名を対象として実施した模擬授業について報
告する。３年生の模擬授業は、教科書本文の内容理解と音読活動を中心としたものを課
題とした。以下に具体的に述べる。

3.3.1　模擬授業の要領

　３年生の模擬授業は以下のように行うことにし、最初に担当教員が示範授業を行っ
た。デジタル教科書を使うことを前提として、模擬授業を計画するように指示した。
　【教材】
　　NEW HORIZON English Courseの１年、または、２年の Unitから、各自が１つずつ
選んだ。選んだ Unitの中で、１年は Storyの部分、２年は Read and Thinkの部分、つ
まり、パッセージの内容理解を教える。写真２に教科書の例を掲載する。
　【模擬授業の手順】
　⑴　文章の概要を理解する活動
　　・中２の教科書では見開きページの Round １：Get the Gistを行う（中１の教科書

では自分で問いをつくる）。
　　・設問を最初に確認する。



（59）120

　
 写
真
２
　

N
EW

 H
O

R
IZ

O
N

 E
ng

lis
h 

C
ou

rs
e 

2 
U

ni
t 7

 R
ea

d 
an

d 
Th

in
k 

1 （
掲
載
許
可
取
得
済
）

人間文化　第38号



（58）121

英語科教育法におけるデジタル教科書を使った模擬授業（藤　田）

　　・音声を流して意味を確認しながら聞かせる。
　　・個人で答えを考えさせ、根拠に下線を引かせる。
　　・全体で答え合わせ。
　⑵　文章の要点を理解する活動
　　・見開きページの Round 2: Focus on the Detailsを行う（中１教科書では自分で問い

をつくる）。
　　・設問を最初に確認する。
　　・各自で文章を黙読して答えを考えさせ、根拠に下線を引かせる。
　　・ペアで意見交流。
　　・全体で答え合わせ。
　⑶　音読活動
　　・文章の中から１つのパラグラフを選ぶ。
　　・コーラス・リーディング（Listen and Repeat）をクラス全体で行う。
　　・追っかけ音読、リレー音読、シャドーイング、リード・アンド・ルックアップ、

四方読み、などの中から１つ音読活動を選んで行う。
　【実施上の注意】
　・教師役は、デジタル教科書から音声を流す。
　・生徒役は、学習者用デジタル教科書で該当箇所を見る。
　・生徒役は、答えや根拠となる下線は学習者用デジタル教科書に書き込んでよい。
　・教師役は、答え合わせの時には、電子黒板の教師用デジタル教科書に下線を引く。
　・１人20‒30分程度の授業。

3.3.2　デジタル教科書を使った教科書本文の模擬授業の振り返り

　すべての模擬授業が終わってから、デジタル教科書を使った授業のよかった点、難し
かった点を自由記述のアンケートにより調査した。藤田（2019）で提案されている授業
実践の質的分析の方法を参考に、自由記述を要約し、ラベル付けによってその結果をま
とめていった。ここでは多かった意見から順に最終結果のみを報告しておく。
　【よかった点】
　・授業の効率：板書の手間が少なくなり助かった。CDなどの機器の準備が不要、強
調したい部分を取り上げてマーカーで提示できた。

　・デジタル教科書の機能：標準的な音声を聞かせることができた。教科書本文の読み
上げが助かった。

　・デジタル教科書を使った活動： クリック１つでリスニングができた。シャドーイング。
　【難しかった点】
　・学びの手段の組み合わせ：デジタル教科書と板書の使い分け。巡回指導時は紙の教
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科書の方がよい。デジタル教科書と黒板を頻繁に行き来して落ち着きがなくなった。
　・操作の慣れ：画面を切り替えながらデジタル教科書で本文に下線を引くのが難し
かった。使いづらく慣れるまでは大変だった。操作そのものは難しくないが慣れる
のには時間も必要。

3.3.3　教科書本文の模擬授業の考察

　教科書本文の模擬授業では、見開きの概要把握質問や要点把握質問に解答させなが
ら、文章の内容を理解させていくことが授業の中心課題となった。その際に、質問に対
する解答の根拠となる部分をデジタル教科書に下線で示させる活動を入れていった。し
たがって、教師用デジタル教科書でも、画面を切り替えながら、下線を引いていく操作
に慣れる必要があった。操作そのものはそれほど難しくはないが、慣れるまでには少し
時間がかかったようだ。
　また、デジタル教科書を使って根拠に下線をつける作業と、解答を板書する作業を交
互にうまく連携させながら授業を進めることが多かった。本文の内容理解の模擬授業に
おいては、このような、学びの手段の組み合わせ、そのバランスが難しかったという声
が大多数となった。デジタル教科書で示す方が分かりやすく板書の手間が省けるのは確
かである。その上で、板書して示した方がよい部分はどこか、その板書はどのようなレ
イアウトにするか、どのような色使いで計画していくかは、細かいところまで事前に準
備しておく必要がある。デジタル教科書の操作と、黒板使用の詳細な手順のリハーサル
が必要となるかもしれない。
　デジタル教科書を本文の内容理解に使用する場合には、このような固有の難しさがあ
る一方で、やはり音声がクリック１つで流れ、文章を音読してくれる機能が備わってい
るのが大きなメリットである。CDを準備する必要もなく、授業の効率がよくなること
を最大限に活かしていく必要がある。また、内容理解後の音読活動においては、カラオ
ケ機能を使ったオーバー・ラッピングや音声を追っかけてのシャドーイングなどが可能
で、文字、音声、意味を内在化させる補助としてのデジタル教科書の機能は優れている。
　今回の模擬授業では、本文の内容理解から音読活動までを行ったが、さらに発展的な
活動として、ピクチャーカードを提示しながら、本文内容をリテリングさせたり、要約
文をノートに書く活動など技能統合の授業づくりを行ったりすることも可能である。
　今後は、デジタル教科書のメリット、板書やノートのメリットなどを認識し、学びの
手段を柔軟に組み合わせながら、主体的・対話的で深い学びにつながる授業づくりをす
ることが求められているものと思われる。

3.4　学習支援システム（ロイロノート・スクール）による課題づくりの取り組み

　最後に、英語科教育法を履修する２年生９名を対象に実施した学習支援システム、ロ
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イロノート・スクールによる課題づくりの取り組みと振り返りについて報告する。

3.4.1　学習支援システムによる課題づくり

　２年生対象の模擬授業で扱った Unitに対して、ロイロノートを使った課題を作成す
る取り組みを行った。具体的な取り組みの概要は以下の通りである。
　【ロイロノート機能と課題の説明】
　・教員用のロイロノートを開き、電子黒板に投影しながら機能の説明を行った。
　・カメラ、テキスト、web、ファイル、シンキングツール、テストの機能の概略につ
いて説明した。

　・YouTube動画から、ロイロ野中の「教育と ICT」より、解説動画「英語【３分授業
案プレゼン】ロイロで解決！英語スピーキング課題」を視聴し、ロイロノートで作
れる課題のイメージを持たせた。

　・課題は上記3.2で報告した模擬授業に選んだ教科書 Unitを素材として教師になった
つもりで、各自１課題を作成することにした。

　・作成された課題は、授業担当者にロイロノート上で送らせ、担当者からクラス全員
に配付し、１人１人の課題をクラスで共有した。

　【作成された課題例】
　⑴　英単語クイズ（日英、英日の選択肢）
　⑵　英単語問題のカード
 ⑶　新出文法を使った例文の和訳、並べ替え問題カード
 ⑷　新出文法を使った難しい例文の和訳クイズ
 ⑸　教科書の Read and Thinkの本文の提示と内容の和問和答問題カード
 ⑹　教科書の絵と文章を穴埋めにした疑問詞のおさらいクイズ
　⑺　画像を埋め込んだWorld Heritage Siteクイズ



（55）124

人間文化　第38号

　⑻　単語クイズとリスニング音声を埋め込んだ内容理解クイズ

 ⑼　ユニットに基づくタスクを提示したカード

3.4.2　ロイロノートを使った課題づくりの振り返り

　すべての課題の共有が終わってから、ロイロノートを使った課題づくりを振り返って
のアンケートを実施した。自分の作った課題のねらい、友だちの課題から学んだこと、
今後作って見たい課題などについて、自由に意見や感想を書かせた。結果は、藤田
（2019）で提案されている授業実践の質的分析の方法を参考に、自由記述を要約し、ラ
ベル付けによって概念をまとめていった。ここでは多かった意見から順に最終結果のみ
を報告しておく。
　【課題のねらい】
　・単語、文法の定着：課題として最初に頭に浮かんだ。新出単語を異なる文章で定
着。語順の定着の並べ替え問題が大切。

　・テスト機能：テスト、クイズ形式だと意欲が高まる。
　・教科書内容の活用：教科書の文章を活用した復習問題。教科書内容を発展させたク
イズ。

　・音声機能：音声を活用することで面白い課題になりそう。
　【友だちの課題からの学び】
　・音声、画像の利用：音声が使えることが分かった。写真、教科書の会話文を切り抜
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いて画像に。音声を埋め込んだ課題。
　・クイズ機能：問題のカード提示よりもテスト形式にする。クイズにする方が取り組
みやすい。

　・教科書内容の活用：教科書の写真、内容、本文、対話文を変形した課題。
　【今後作ってみたい課題】
　・音声、録音機能：音声機能によるリスニング。発音練習、音読や発話の録音。シャ
ドーイング。

　・技能統合課題：リスニングしたことをまとめる課題。読んだことの感想を話す課題。
　・協働学習タスク：グループで解答する課題。

3.4.3　ロイロノートを使った課題づくりの考察

　ロイロノートを使った課題づくりの取り組みのために、まず、ロイロノートの機能に
ついて一通り説明した。ロイロノートそのものが極めて簡単な学習支援ツールとなって
いるため、教員希望の大学生にとって機能を理解すること、システムを操作することは
それほど難しくはなかった。本学では、Microsoft Teamsを学習支援システムとして、大
学での授業に導入しているため、学習支援ツールの概念把握は比較的簡単にできたよう
であった。
　次に、ロイロノートの使い方については、YouTubeなどにかなり多くの解説動画があ
り、これらの動画を視聴することで活用のヒントが得られる環境がある。また、多くの
ユーザーによる授業実践報告も、雑誌やウェブに投稿されている。今回の取り組みで
は、YouTubeから解説動画を視聴させ、ロイロノートでは文字、音声、画像、ウェブリ
ンク、録音などの様々な機能が使えることを紹介した。
　ところが、実際の課題を作成する取り組みでは、参加者の多くが、単語、文法、語順
などの復習問題や応用問題を作った。また、これらの問題がカードに書かれているもの
が半数、クイズ機能を使ったテスト形式になっているものが半数であった。教科書の内
容を画像にして活用したもの、音声を貼り付けてリスニング課題にしたもの、教科書内
容を発展させた画像を貼り付けてクイズにしたものは、わずかに１課題ずつにとどまっ
た。これらの結果から、生徒に出す課題としてまず思い浮かぶのは、単語、文法、語順
などのテストとなってしまう傾向があることが明らかになった。ロイロノートでは、文
字、音声、画像、録音などの機能が使えることを頭では理解できていても、授業の課題
づくりと結びつかなかったのではないかと思われる。
　次に、友だちの課題に体験的にアクセスする中で、音声や画像が利用できること、ク
イズ機能を使った方が取り組みやすいこと、教科書の本文、対話文、写真、ピクチャー
などを活用した課題も作れることに気づいたことが振り返り調査から明らかになった。
他の実践者との交流から学ぶことが ICT活用には大切であることが実感できたようだ。
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　このような交流の中から、今後作ってみたい課題として、音声、録音機能を使ったイ
ンプットやアウトプットの課題、音読やシャドーイングといった音声を使った語彙や文
法の定着課題などが挙げられた。ICT活用によって様々な伝達モードが利用できる。こ
のような利点を活かした課題づくりが必要であることを再認識できたのではないかと思
われる。また、技能統合課題へとアイデアが広がったケースも見受けられた。たとえ
ば、リスニングしたことを要約したり、文章を提示して読んだ後で感想を話したりする
課題などへと発想が広がった。さらに、ペアやグループで情報交換しながら、イン
フォーメーション・ギャップのあるタスクに取り組ませたいという意見もあった。
　以上のように、参加者はロイロノートを使った課題づくりの取り組みを通して、言語
の知識・技能をテスト形式で復習したり、新しい文脈で定着させたりするという課題か
ら、思考・判断・表現の力をつけさせるような、目的や場面・状況を設定したよりオー
センティックな課題へと発展させることができることを認識したようだ。つまり、生徒
に身につけさせるべき力と課題の関係について、より意識的になったように思われる。
今後は、学習支援ソフトの様々な活用方法を学んでいく中で、生徒がその時点で必要と
する英語力をつけさせる課題を取捨選択して作成することができるようになることが期
待される。

４．まとめと今後の課題

　本研究では、まず、「令和の日本型学校教育」として、ICT環境を整備することによ
り、個別最適な学びと協働的な学びを促進することが急務であり、デジタル教科書を活
用した授業づくりを模索する必要があることを指摘した。文部科学省のワーキンググ
ループ などでは、デジタル教科書そのもの、デジタル教科書を補足するデジタル教材、
学習支援ソフトを三位一体のものとして活用していくことの重要性を指摘しており、デ
ジタル教科書等を活用した実践事例集を発表していることを紹介した。また、デジタル
一辺倒になることなく、あくまで主体的・対話的で深い学びを促す授業づくりという観
点から、生徒の発達段階や学習内容に応じて、紙の教科書・教材とデジタルの教科書・
教材といった学びの手段を適切に組み合わせていく必要があることを報告した。
　続いて、本学の英語科教育法の授業で取り組んだ３つの実践報告を紹介した。１つ目
は、デジタル教科書を使った単元の導入とリスニング活動の模擬授業の実践である。そ
の結果、デジタル教科書は、クリック１つで、音声と画像が提示できる便利なツールで
あるが、操作に習熟しておかないと逆効果になる危険性もあること、板書などの他の学
びの手段との併用を綿密に計画しておく必要があることが明らかになった。
　２つ目は、デジタル教科書を使った教科書本文の模擬授業の取り組みである。取り組
みの結果、デジタル教科書を使って根拠に下線をつける作業と、解答を板書する作業を
交互にうまく連携させながら授業を進めることが難しいことが明らかになった。デジタ
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ル教科書で示す方がよい部分、板書した方がよい部分についての授業計画がこれまで以
上に大切であることが判明した。
　３つ目は、学習支援システムであるロイロノートを使った課題作成への取り組みであ
る。参加者には、言語の知識・技能をテスト形式で復習したり、新しい文脈で定着させ
たりするという課題がまず頭に浮かんだ。その後、他の人との課題の交流の中から、思
考・判断・表現の力をつけさせるような技能統合の課題や、協働学習としての課題など
も作ることができるということに気づいていった。
　以下に、今後の実践研究の課題について、箇条書きにしてまとめておく。

　⑴　実際の小中学校、高校での日常的な授業における ICT活用の実情について、中
高の英語の教員による講演や指導の機会を設定すること

　⑵　大学生教育アシスタント等として、地域の小中学校、高校での教育現場に参画す
ることによって、生徒たちの学びと ICTの活用を体験する機会を充実させること

　⑶　英語科教育法等の科目の中で、教育実習を見据えた ICTを活用した模擬授業と
振り返り、学習支援ソフトの活用などを恒常的かつ体験的に進めていくこと

　以上のような課題が考えられる。
　大学での教員教職課程においては、2022年度の入学生から、「情報通信技術を活用し
た教育の理論及び方法」を１単位以上習得することが義務づけられ、各大学の教職課程
カリキュラムが変更された。同時に、各教科の指導法においても、デジタル教科書を始
めとした ICT機器を活用した授業づくりの知識や、模擬授業等による演習が一層必要
となることが予想される。本研究がその契機となることを願うところである。
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